
平成２５年度様式 

７ 今 後 の 方 針 

本事業で市民団体と行政・企業が共に発表する舞台や議論の場を準備するこ

とによって得られた、パートナーシップによる地域連携・流域連携による活動を、

さらに円滑におこなうことができるよう、次期開催地である鹿児島県へ引継を行い

情報を共有する。 

また、九州各河川流域のあらゆる場で活躍している人々が、川の恵みを実感

し体験するために克服しなければならない課題とその解決法について情報の共

有化を図るために、川の恵みを次世代に引き継ぐことができる地域づくりを有効

に促進する活動を継続して実施する。 
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状況写真（表彰）            状況写真（次期開催地への引継） 

 

様式第１０号（第１７条関係） 

事 業 報 告 書 

１ 支 援 団 体 名  ななせ交流会   

２ 事 業 名 称  川といっしょに in のつはる 

３ 実 施 日 時  平成２５年６月～平成２５年３月 

４ 実 施 場 所  大分ダム「ななせ館」裏河川敷 

５ 事業目的、内容 

  及 び そ の 効 果 

（事業実施状況・内様） 毎月 1 回定例会を持っている。活動の本拠地の 

会場となる河川敷を毎月 1回会員で草刈り整備を行なっている。 

今年は河川の工事があり重機などが入り河川敷のようすが代わったけれど

安心して川に近付けるように整備した。９月に菜の花を植えて黄色の絨毯

が生まれた。花火大会については地域の学校を通じてチラシを配布して、

又新聞の折り込み、幼稚園、保育園がいっしょになった「子ども園」には

夏まつりの保護者が参加している所で参加を呼び掛けた。 当日は例年の

ように午後 6 時から「お楽しみ会」で市内で活躍中のコーラスグループの

川に関する歌の「ミニライブ」その後大人気の［ストーンアート］でお絵

かきを楽しんだ。夕方になり河川敷が見物の人でいっぱいになった。 

Ｂ．Ｂ．Ｑ大会では昔ながらの火起しに挑戦、ファミリーの絆を深めた。

「川歩き」では源流から下流まで、途中ダム工事現場も視察した。１０ヶ

所から採取した河川の水質検査をして清流七瀬川を確信した。地域のイベ

ントに参加して会をアピールした。「ななせ川を歩こう］以来、参加した 

地域婦人達が交流会のサポーターに登録してくれた。先進地交流では自治

区ぐるみで構成されている長崎諫早の「本明川交流会」と交流した。 

直方水辺館に「菜の花染」の教室を見学に行き会での取組みを検討した。

来年に備え今年は会員で試してみる準備をしている。下流域から交流の申

し出があり意見交換が出来た。子ども園では石ころアート教室を恒例に開

く事になった。また各回ごと「ウエス」を配り水質保全を呼び掛けた。 

3 年目を経過して各企画に多くの人の参加があり「ななせ交流会」が住民

の間にその存在が広がってきた実感がある。花火も多世代の人に喜んでも

らえた。ダムの水源地であることから自然の保全にはますます力を入れな

ければと認識を新にした。地域住民も保全の意識に気づくきっかけとなっ

た。広報の仕方で多くの人が参加してもらえるとおもう。 

６参 加 内 訳 

総人数                        約２８０名 

（１）主催者参加                     ３２名 

（２）日本人参加（（１）を除く）                   ２５０名 

（３）外国人参加（（１）を除く）               ０名 

７ 今 後 の 方 針 

毎月１回定例会、河川敷の整備を続ける。会員の資格取得や専門的知識の

向上に努める。次世代の子供たちを中心に川の自然環境保全を守る。先進

地との交流を進める。多世代で七瀬川原で花火大会を楽しむ。など 

□ 支援金対象事業に係る資料、写真など 

－ 51 －



 
毎月の河川敷整備作業             ホタル生育勉強会「ホタルの卵だよ」 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ．Ｂ．Ｑ大会、昔々の「火おこし」に挑戦 さあ、たくさん食べて 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

状況写真（写真説明）             状況写真（写真説 
 

 

「変わる七瀬川を歩こう」ダム湖の底仮排水路見学    花火の前のお楽しみ会「川の歌ミニコンサート」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

平成２５年度様式 

様式第１０号（第１７条関係）

事 業 報 告 書

１ 支 援 団 体 名 筑後川まるごと博物館運営委員会

２ 事 業 名 称 筑後川の船上から見て語る昭和 年大水害 年目の現場と写真展

３ 実 施 日 時 年 月～ 年 月

４ 実 施 場 所 福岡県久留米市内筑後川

５ 事業目的、内容

及 びその効 果

（事業実施状況・内容）＊できるだけ詳細に

第１回広報開始 年 月～

第１回クルーズ 当日 大雨のため 月に延期

昭和２８年大水害写真展第１回 ～ 人

第２回広報開始 月～

第２回クルーズ 実施 人

第３回クルーズ 実施 人

昭和２８年大水害写真展第２回 ～ 人

（事業実施効果）

① 写真展はクルーズ実施日の前後にかけて乗船場近くの「くるめウス」に

おいて実施した。乗船客の他来館者が興味深く観賞していた。写真には

体験者の証言が書いてあり、当時の様子が生々しく伝わっていた。また、

クルーズの航路にある場面の写真もあり、乗船者には良く理解できた。

② クルーズは、 月が大雨のため延期し、 月に 日にわたって実施した

が、２日とも乗船客はほぼ満員だった。高齢者を中心に、学生や子ども

連れもあり、船内で行った大水害の解説や証言の聞き語りは、体験して

いない若い人にも伝えることができた。航路上の当時の写真も掲示した

ので、参加者は現地と比較できてわかりやすかったと好評だった。

③ 川の上から見ると、堤防の高さと水害時の水の高さがよくわかった。

６ 参 加 内 訳

総人数 名

（１）主催者参加 事務局、スタッフ 名

（２）日本人参加（（１）を除く） 写真観覧者含む 名

（３）外国人参加（（１）を除く） 名

７ 今 後 の方 針

今年度は、昭和 年大水害から 周年で初めて実施したが、船上で行う

水害の解説は、水位の高さ水の勢い、水量のすごさなどが実感としてわか

りやすいことがわかった。いつ起きるともわからない水害への備えは常に

行うべきで、人々にその心構えを伝えるこの活動は今後も継続していかな

ければならないと強く思われた。

□ 支援金対象事業に係る資料、写真など 
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